
「平成 25 年度北九州市高齢者等実態調査」の調査結果について 

（地域福祉に関するものを抜粋） 

１ 調査目的 

   北九州市に在住する高齢者等の保健福祉に関する意識や新たなニーズを把握すること

で、今後の高齢社会対策を進めるうえでの基礎資料を得ることを目的に実施した。 

２ 調査の対象及び回収率など 

対象 

調査対象 対象者数 回収数 有効回収率 

65 歳以上の市内居住者（以

下、『一般高齢者』と表記）
３，０００人 １，８２２人 ６０．７％ 

介護保険の要支援・要介護

の認定を受けている市内

在宅高齢者（以下、『在宅

高齢者』と表記） 

３，６００人 １，６０３人 ４４．５％ 

20 歳～64 歳の市内居住者

（以下、『若年者』と表記）
３，０００人 １，１９６人 ３９．９％ 

方法 郵送による配布・回収 

期間 平成 26年 1 月 20 日～平成 26 年 2月 14 日 

  ※高齢者等実態調査は、上記の対象者以外に、市内の介護老人福祉施設、介護老人保健

施設、介護療養型医療施設に入所する施設入所者６００人を対象にも調査を実施（回

収数：２３２人、回収率３８．７％）。 

資料２ 
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Ⅰ 地域の支え合いについて  

（１）近所づきあい 【報告書 ５２頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』、『若年者』 

調査対象者により、ばらつきは見られるが、７～８割の方は何らかの付き合いを持っている。 

    在宅高齢者は要介護度が上がるにつれ、若年者は若い世代ほど何らかの付き合いを持っている

割合が低くなっている。

（２）地域の支え合いについて  

【報告書 ５４頁】 

   対象：『若年者』 

「現在の自分には必要ないが大切なことだ

と思う」が 48.4％と最も高く、次いで「地

域における支え合いは必要であり、今後も

充実させるべきだと思う」が 40.3％となっ

ており、計 88.7%の人が地域の支え合いは必

要であり、大切だと回答している。 

Ⅱ 地域福祉のネットワークについて  

（１）地域における見守りや支え合いの取り組みの認知度 【報告書 ５７頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』 

民生委員・児童委員、福祉協力員、地域の役員による一人暮らしの方への訪問など、地域に

おける見守りや支え合いの取り組みを知っていると回答した割合は、一般高齢者 61.7％、在宅

高齢者 58.1％となっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般
N=1,822

在宅
N=1,603

若年
N=1,196

何か困ったときに助け合える親しい人がいる
お互い訪問し合う程度の人がいる
立ち話をする程度の人がいる
あいさつをかわす程度の人がいる
ほとんど付き合いはない
その他
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般
N=1,822

在宅
N=1,603

はい いいえ 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般
N=1,822

在宅
N=1,603

若年
N=1,196

高齢者になっても、積極的に社会貢献したい

高齢者になっても、自分のできる範囲で社会貢献したい

高齢者に負担をもとめるべきではない

わからない

その他

無回答

ある
24.2 

ない
70.5 

無回答
5.3 

（％）

N=1,822

Ⅲ ボランティアや地域における自治活動について  

（１）高齢者の社会貢献について 【報告書 ４２頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』、『若年者』 

一般高齢者、若年者は、「高齢者になっても、自分のできる範囲で社会貢献したい」が最も多

く、在宅高齢者では「わからない」が 36.1％で最も多く、次いで「高齢者になっても、自分の

できる範囲で社会貢献したい」27.9％となっている。 

（２）地域活動への参加の有無 【報告書 ４３頁】 

対象：『一般高齢者』 

この１年間に、自治会などの地域活動に参加した人 

   の割合は 36.4％、参加していない人の割合は 59.1％ 

    であった。

（３）ボランティア活動への参加の有無 【報告書 ４４頁】 

対象：『一般高齢者』 

ボランティア活動については、70.5％の方は参加した 

ことがないと回答している。 

  ボランティア活動の内容としては、「環境美化」、「まち 

づくり活動」が多い。

【ボランティア活動の内容】（複数回答） 

参加した
36.4 

参加して

いない
59.1 

無回答
4.5 

（％）

N=1,822

62.6 

38.3 

20.2 

20.2 

7.3 

9.5 

1.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

環境美化（環境に関する活動や清掃活動）

まちづくり活動（自治会やまちづくり協議会などの活動）

交通安全、防犯・防災活動

高齢者への支援活動

子育て支援活動

その他

無回答

（％）

複数回答

N=441
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（４）生涯学習活動への参加の有無 【報告書 ４５頁】 

対象：『一般高齢者』 

この１年間に、何らかの生涯学習活動を行ったこと 

    がある人の割合は 16.6％、行っていない人の割合は 

77.8％であった。

【生涯学習活動の活動場所】（複数回答） 

ある
16.6 

ない
77.8 

無回答
5.6 

（％）

N=1,822

76.8 

25.8 

19.5 

10.3 

6.6 

4.0 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

市民センター

公民館

生涯学習センター

民間カルチャーセンター

年長者研修大学校（周望学舎・穴生学舎）

その他

無回答

（％）

複数回答

N=302
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Ⅳ 保健福祉全般について  

（１）高齢者施策の充実についての実感 【報告書 １１０頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』、『若年者』 

調査対象者のいずれにおいても、「健康づくり・介護予防に関すること」が最も多い。 

   ２番目に多いのは、一般高齢者では「生きがいづくりに関すること」、在宅高齢者では「高齢者

の相談窓口に関すること」、若年者では「施設や道路などのバリアフリーに関すること」となっ

ている。

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

健康づくり・介護予防に関すること

生きがいづくりに関すること

認知症高齢者への正しい理解の普及・啓発に関すること

ボランティアやＮＰＯなど団体の活動支援に関すること

地域における見守り・支え合いの

ネットワークづくりに関すること

高齢者の相談窓口に関すること

高齢者への就労支援に関すること

高齢者の施設や在宅福祉の充実に関すること

福祉サービスの情報提供に関すること

福祉サービスの質の向上（福祉

人材や事業者の育成）に関すること

生活保護などのセーフティネットに関すること

地域医療（在宅医療など）の充実に関すること

施設や道路などのバリアフリーに関すること

その他

無回答

（％）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般
N=1,822

在宅
N=1,603

相談できる人がいる 相談できる人はいない 無回答

（３）介護や病気についての、主な相談相手 【報告書 ４７頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』 

相談できる人の有無については、「相談できる人がいる」は、一般高齢者では 86.5％、在宅高

齢者では 93.9％であった。 

     相談できる人の中で最も多かったのは、一般高齢者、在宅高齢者ともに「家族や親族」で、

一般高齢者で 91.8％、在宅高齢者で 82.0％であった。「家族や親戚」以外では、一般高齢者では

「友人・知人」、「医療機関の職員」、在宅高齢者では「ケアマネジャー（介護支援専門員）」、「医

療機関の職員」、「サービス事業者」が多い。 

【相談できる人】（複数回答） 

（６）自宅で暮らし続けるために最も必要なこと 【報告書 ９３頁】 

   対象：『一般高齢者』、『在宅高齢者』 

「ホームヘルプサービスやショートステイなどを利用しながら、ずっと在宅で生活がしたい」

が最も多く、一般高齢者で 42.2％、在宅高齢者で 41.0％であった。 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族や親族

友人・知人

民生委員・児童委員や福祉協力員、地域の役員など

区役所の職員(保健師、ケースワーカーなど)

地域包括支援センターの職員

ケアマネジャー(介護支援専門員)

医療機関の職員（かかりつけ医、看護師、薬剤師など）

サービス事業者（ホームヘルパー、訪問看護師、通所施設の

職員など）

その他

無回答

（％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般
N=768

在宅
N=658

家族の協力
地域における助け合い
入浴や食事などの介助を行うヘルパーや、デイサービスなどの介護サービスの利用
NPO・ボランティアなどが行う生活援助サービス（見守り、買い物、家事援助、配食など）
緊急時に、すぐに入院などができる体制
医師や看護師などの定期的な往診や訪問
自宅の改修や改築(段差の解消、手すりの設置など)
通院などの交通の手段があること
その他
わからない
無回答 6
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平成27年度北九州市こころの健康に関する実態調査　報告書抜粋
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平成27年度北九州市こころの健康に関する実態調査　報告書抜粋
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平成25年度北九州市子ども子育て支援に関するアンケート調査　報告書抜粋


